
第 4 回アジア原子力協力フォーラム（FNCA）コーディネーター会合開催結果

について 
 

平成 15 年 4 月 8 日 
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1． 開催経緯 
本会合は、原子力委員会が主催するアジア原子力協力フォーラム（FNCA）

の枠組みの下で開催され、各国当たり 1 名選任されたコーディネーターによる、

協力プロジェクトの新設、改廃、調整、評価等に関する討議を目的とする。2000
年から毎年 1 回開催されており、今回が 4 回目である。 

 
2． 開催概要 

開催日：2003 年 3 月 5 日（水）～3 月 7 日（金） 
主 催：内閣府・文部科学省 
場 所：沖縄県那覇市（ホテル日航那覇グランドキャッスル） 

 
3． 参加国、参加者数 

FNCA9 カ国（日本を含む）のコーディネーター（代理）、プロジェクトリ

ーダー等 40 名が参加。国別の内訳では、中国、インドネシア、マレーシア、

フィリピンから 2 名ずつ、タイ、ベトナムから 3 名ずつ、オーストラリア、

韓国から 1 名、オブザーバーとして国際原子力機関から 2 名参加。日本から

は、稲嶺沖縄県知事、大村内閣府大臣政務官、コーディネーターとプロジェク

トリーダーを含めて 22 名が参加した。 
 

4． 日 程 
第 1 日（3 月 5 日） 
� 開会セッション 

歓迎挨拶：稲嶺惠一 沖縄県知事 
開会の辞：大村秀章 内閣府大臣政務官 
挨  拶：町末男 FNCA 日本コーディネーター 

� セッション 1 2002 年度の成果およびソウルでの第 3 回FNCA 本会合の

概要報告 
� セッション 2 FNCA 活動および原子力計画・政策に関するカントリーレ

ポート 
� RCA に関する特別講演 
第 2 日（3 月 6 日） 
� セッション 3 プロジェクトの進展状況と将来の方向 

・ 研究炉利用分野 
① 研究炉利用全般 
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② Tc-99m ジェネレーター 
③ 放射化分析 
④ 中性子散乱 

・ 農業利用分野 
① 放射線育種 
② バイオ肥料 

・ 医学利用分野 
放射線治療 

・ 原子力広報分野 
・ 放射線廃棄物管理分野 
・ 原子力安全文化分野 
・ 人材養成分野 
・ 工業利用分野 

電子加速器利用 
� セッション 4 第 3回FNCA 本会合のフォローアップおよび新規プロジェ

クト提案 
・ アジアの持続的発展と原子力エネルギー 
・ 人材養成戦略 
・ 原子力関連技術による海洋環境モニタリング 
・ 医学放射線機器保守ネットワーク 

第 3 日（3 月 7 日） 
� セッション 5 FNCA プロジェクトをさらに効率的に進めるための討議 

・ 開発する技術とエンドユーザーとの連携強化 
・ FNCA プロジェクトへの政府の関与と、国家プログラムと FNCA 活

動の相乗効果 
・ その他 

� セッション 6 議事録とりまとめに関する討議 
� 第 4 回 FNCA 本会合について 
� 閉会セッション 

議事録採択 
閉会挨拶 
 

第 4 回 FNCA 本会合については、2003 年 12 月の第 1 週か第 2 週に沖縄で

開催するという計画が紹介された。 
 

＜添付資料＞ 
別添１ 第 4 回 FNCA コーディネーター会合参加者名簿 
別添 2 第 4 回 FNCA コーディネーター会合プログラム 
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